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・
メタボリックシンドロームとは？

内臓脂肪の蓄積
ウエスト周囲径 男性 85㎝以上

女性 90㎝以上

血中脂質
HDLコレステロール値
40 ㎎/ｄｌ未満

血圧

拡張期血圧

収縮期血圧
130㎜Hg以上
かつ/または

85㎜Hg以上

血糖値
HbA1c
5.5％ 以上

以下のうち１項目を満たす場合を予備軍
２項目以上を強く疑われる者とする

（厚生労働省診断基準）

・歯周病とメタボリックシンドローム
詳しいメカニズムは解明されていませんが、歯周病の病巣から放出される

LPS

（歯周病菌由来の毒素）やTNFαは
脂肪組織や肝臓のインスリン抵抗性を増加させ、血糖値を上昇させます。また、重度歯周病患者では血中CRP値が
上昇し、動脈硬化や心筋梗塞発症のリスク亢進と密接に関与すると考えられています。さらには、この慢性炎症が
個体の老化を促進するという論文も出てきました。このように歯周病とメタボリックシンドロームの関連性が注目
されています。

内臓脂肪の蓄積 インスリン抵抗性増加

糖尿病 高血圧 脂質異常

メタボリックシンドローム

動脈硬化
心筋梗塞
脳卒中

歯周病

HDI コレステロール値
40mg/d 未満

収縮期血圧　130mHg 以上
かつ /または
拡張期血圧　85m
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歯周病とメタボリックシンドローム

              肥満は歯周病のリスクを 1.5 倍に！

　肥満というだけで歯周病の危険率は 1.5 倍になります。メタボリックシンドロームの

項目別でも危険率は高くなり、歯周病との関係が深いことが示されています。

内臓脂肪

中性脂肪

HDL

高血圧

高血糖

0    0.5   1   1.5   2   2.5    3    3.5   4 ( 倍）

各項目における歯周病のリスク

メタボリックシンドロームの診断基準

            内臓脂肪の蓄積(肥満） 
腹囲（へそ周り）  男性　85cm以上
　　　　　　　     女性　90cm以上

            脂質異常 
中性脂肪 150mg/dL以上 
HDLコレステロール 
40mg/dL未満
いずれかまたは両方 

            高血圧 
最高血圧 130mmHg以上 
最低血圧   85mmHg以上
いずれかまたは両方 

     高血糖 
空腹時血糖値
110mg/dL以上

内臓脂肪の蓄積に加えて、下記の2つ以上の項目

        

J Dent  Res,86:271,2007

　生活習慣病は、かつては成人病と呼ばれていました。しかし、若い頃からの食事や運動、

喫煙、飲酒、ストレスなどの日頃の生活習慣が深く関与して発症するため、現在では成人

に限らず、子どもや青年でも発症する可能性のある病気と考えられるようになりました。

メタボリックシンドロームは生活習慣病の集合体ですが、歯周病も生活習慣病の一つで、

お互いに悪い方向に相乗効果があるようです。

　歯周ポケットを持つ人は、現在は健康でも数年後にメタボリックシンドロームを発症する

リスクが高いと考えられています。言い換えれば、「歯周病予防」が「メタボリックシンド

ローム発症予防」につながる可能性があるこということです。

歯周病も生活習慣病

ＮＰＯ法人日本臨床歯周病学会

　生活習慣病は、かつては成人病と呼ばれていました。しかし、若い頃からの食事や運動、

喫煙、飲酒、ストレスなどの日頃の生活習慣が深く関与して発症するため、現在では成人

に限らず、子どもや青年でも発症する可能性のある病気と考えられるようになりました。

メタボリックシンドロームは生活習慣病の集合体ですが、歯周病も生活習慣病の一つです。

ほとんどの生活習慣病は、症状のないままに進行し、症状を自覚する頃にはかなり進行し

ていることが多いのです。そのため、治療をしても完治が難しかったり、後遺症を残して

しまうケースも少なくありません。

周ポケットを持つ人は、現在は健康でも数年後にメタボリックシンドロームを

発症するリスクが高いと考えられること、すなわち「歯周病予防」が

「メタボリックシンドローム発症予防」につながる可能性があることが示唆されました。

詳しいメカニズムは解明されていませんが、歯周病の病巣から放出される歯周病菌由来の

毒素や TNFαは脂肪組織や肝臓のインスリン抵抗性を増加させ、血糖値を上昇させます。

また、重度歯周病患者では血中 CRP 値が上昇し、動脈硬化や心筋梗塞発症のリスク亢進と

密接に関与すると考えられています。さらには、この慢性炎症が個体の老化を促進すると

いう論文も出てきました。このように歯周病とメタボリックシンドロームの関連性が注目

されています。

歯

(Morita T et al: J Periodontol. 81: 512-519, 2010)

歯周病も生活習慣病


